
発達の主な特徴（3歳児～6歳児）及び保育士の姿勢と関わりの視点・保育所保育指針より 

 

3 歳児 4 歳児 5 歳児 6 歳児 

子どもは、この時期までに、基礎的な運動能力は一

応育ち、話し言葉の基礎もでき、食事・排泄などもか

なりの程度自立できるようになってくる。 

 これまでは、何かにつけ保育士に頼り、保育士との

関係を中心に行動していた子どもも、一人の独立した

存在として行動しようとし、自我がよりはっきりして

くる。 

 そして、他の子どもとの関係が子どもの生活、特に

遊びにとって重要なものとなってくる。他の子どもと

の触れ合いの中で、少しずつ友達と分け合ったり、順

番を守って遊んだりできるようになる。この段階では、

子ども自身は友達と遊んだつもりになっていても、実

際にはまだ平行遊びが多い。しかし、この時期に仲間

と一緒にいて、その行動を観察し模倣することの喜び

を十分に味わうことは、社会性の発達を促し、ひいて

はより豊かな人間理解へとつながっていく大切な基礎

固めになる。 

 注意力や観察力はますます伸びて、身の回りの大人

の行動や日常経験していることなどを取り入れたりし

てごっこ遊びの中に再現するので、これまでのごっこ

遊びより組織的になって、遊びの内容にも象徴機能や

創造力を発揮した発展性が見られるようになり、遊び

がかなりの時間持続する。 

 この頃、「なぜ」「どうして」などの質問が盛んにな

り、ものの名称やその機能などを理解しようとする知

識欲が強くなり、言葉はますます豊かになってくる。

そして、自分の行動や体験を通した現実的で具体的な

範囲であれば、「こうするとこうなる」など、あらかじ

め、結果について予想をすることができるようになっ

てきて、自分のしようとすることにも段々と意図と期

待を持って行動できるようになる。また、簡単な話の

筋も分かるようになり、話の先を予想したり、自分と

同化して考えたりできるようになる。 

 さらに、この時期には、きまりを守って自分から

「・・・をしよう」という気持ちも現われてきて、「・・・

するつもり」という思いを抱くようになる。また、進

んで保育士の手伝いを行ったりするようになり、人の

役に立つことに誇りや喜びを抱くようになる。 

 子どもは、この時期、全身のバランスをとる能力が発達

し、体の部分がかなり自分の意のままに使えるようになり、

体の動きが巧みになる。また、各機能間の分化・統合が進

み、話をしながら食べるなど、異なる２種以上の行動を同

時にとるようにもなる。このような過程をたどりながら、

全体として一つにまとまり、自我がしっかりと打ち立てら

れ、自分と他人との区別もはっきりしてくる。 

 自分以外の人やものをじっくりと見るようになると、逆

に見られる自分に気づき、自意識が芽生えてくる。したが

って、今までのように無邪気に振る舞うことができない場

面も生じる。また、目的を立てて、作ったり、描いたり、

行動するようになるので、自分の思ったようにいかないの

ではないかと不安が生じたり、辛くなったりするなど、葛

藤を体験する。このような心の動きを保育士が十分に察し

て、共感し、ある時は励ますことによって、子どもは、保

育士がしたような方法で、他人の心や立場を気遣う感受性

を持つことができるようになる。こうして、他人にも目に

は見えない心のあることを実感し、身近な人の気持ちが分

かるようになり、情緒は一段と豊かになる。 

 この頃の子どもは、心が人のみではなく、他の生き物、

さらには、無生物にまでもあると思っている。これが子ど

もらしい空想力や想像力の展開にもつながる。また、恐れ

の対象は、大きな音、暗闇など物理的な現象だけでなく、

オバケ、夢、一人残されることなど、想像による恐れが増

してくる。 

 この時期の子どもは、人だけではなく、周りのものにも

鋭い関心を向け、探索を続けるなど活動的であるので、そ

の過程で他の子どもの興味ある遊びを見たり、自分自身の

体験によって土や水をはじめとした自然物や遊具などの自

分を取り巻く様々なものの特性を知り、それらとの関わり

方、遊び方を豊かに体得していく。その中で、仲間といる

ことの喜びや楽しさがお互いに感じられるようになり、仲

間とのつながりは強まるが、それだけに競争心も起き、け

んかも多くなる。一方、この頃になると、仲間の中では、

不快なことに直面しても、少しずつ自分で自分の気持ちを

抑えたり、我慢もできるようになってくる。 

子どもは、この時期、日常生活の上での基本的

な習慣は、ほとんど自立し、自分自身でできるよ

うになり、そばで見ていても危なげがなくなり、

頼もしくさえ思われてくる。また、運動機能はま

すます伸び、運動を喜んで行い、なわとびなども

できるようになる。 

 内面的にも一段と成長し、今までのように大人

が「いけない」というから悪いのではなくて、自

分なりに考えて納得のいく理由で物事の判断がで

きる基礎が培われてくる。また、行動を起こす前

に考えることもできるようになり、自分や他人を

批判する力も芽生えてきて、「ずるい」とか「おか

しい」など不当に思うことを言葉で表すようにな

る。手伝いなども、はっきりと目的を持って行う

ことが多くなり、しかもその結果についても考え

が及ぶようになる。 

 好きでないことでも、少しは我慢して行い、他

人の役に立つことがうれしく、誇らしく感じられ

るようにもなってくる。 

 この頃になると、より一層仲間の存在が重要に

なる。即ち、同じ一つの目的に向かって数人がま

とまって活動するようになり、お互いが自分のや

らなければならないことや、きまりを守ることの

必要性が分かってきて、初めて集団としての機能

が発揮されるようになってくる。このような集団

の中で言葉による伝達や対話の必要性は増大す

る。これは自分の思いや考えをうまく表現し、他

人の言うことを聞く力を身につける生きた学習の

場になる。言葉を主体として遊んだり、さらには

共通のイメ－ジを持って遊んだりすることもでき

るようになる。また、自分と相手との欲求のぶつ

かり合いやけんかが起きても、今までのようにす

ぐに保育士に頼るのではなく、自分たちで解決し

ようとするようになってくる。つまり、お互いに

相手を許したり、認めたりする社会生活に必要な

基本的な能力を身につけるようになり、仲間の中

の一人としての自覚や自信が持てるようになる。 

子どもは、この時期、細かい手や指の動きは一

段と進み、他の部分との協応もうまくできるよう

になってくる。また、全身運動もよりなめらかに

なり、快活に跳び回るようになる。心身ともに力

に満ちあふれ、あれもしたい、これもしたいとい

う自分の欲求がどんどん膨らんでくる。これは、

今までの自分たちの体験を通じて、自分あるいは

自分たちはこんなことができるという自信と、今

度はこうやればもっとおもしろいにちがいないと

いう予想や見通しをたてる能力が育っているから

である。 

 この頃になると、大人のいいつけに従うよりも

自分や仲間の意思を大切にし、それを通そうとす

るようになる。仲間同士で秘密の探検ごっこなど

を嬉々としてする。このような活動の中でも、皆

が同じような行動をするのではなくて、それぞれ

の役割の分担が生じて、自分の好みや個性に応じ

た立場で行動していることがしばしば見られる。

このように集団遊びとして組織だった共同遊びが

多くなり、長く続くようになってくる。特に、ご

っこ遊びなどには、手の込んだ一連の流れがあり、

様々な異なる役割が分化しているものを好み、

少々難しくても自分たちの満足のいくまでやろう

とする。したがって、各々の発案や実際の過程の

観察、様々なところからの知識を生かして、創意

工夫を重ねて、遊びが発展していくこともある。 

 このような体験から大人っぽくなったという実

感が湧き、自分でも大きな子のように振る舞おう

と努力するようになる。その結果、文字を書いた

り、本を読んだりすることにも大いに関心を示し、

何でも知ろうとして、一層知識欲が増す。また、

言葉が達者になり、口げんかが多くなる。そして、

その批判力は大人にも向けられることもある。し

かし、人前で泣くことは子どもっぽいこととして

恥ずかしく思って、我慢をしたりするようにもな

るが、時々保育士に甘えてきて、次にがんばるた

めのエネルギ－を補給していることもある。 

心身ともに、めざましい発育・発達を示すときであ

り、それだけにていねいな対応が求められる。自我が

はっきりしてくるものの、それをうまく表現や行動に

表すことができないところもあり、一人一人の発達に

注目しながら、優しく受け止める配慮を欠かしてはな

らない。 

友達をはじめ人の存在をしっかり意識できるようにな

る。友達と一緒に行動することに喜びを見出し、一方で、

けんかをはじめ人間関係の葛藤にも悩むときであり、した

がって集団生活の展開に特に留意する必要がある。また、

心の成長も著しく、自然物への興味・関心を通した感性の

育ちに注目しなければならない。 

毎日の保育所生活を通して、自主性や自律性が

育つ。更に集団での活動も充実し、きまりの意味

も理解できる。また、大人の生活にも目を向ける

ことができるときである。社会性がめざましく育

つことに留意しながら、子どもの生活を援助して

いくことが大切である。 

様々な遊びが大きく発展するときで、特に一人

一人がアイデアを盛り込んで創意工夫をこらす。

また、思考力や認識力もより豊かに身につくとき

である。したがって、保育材料をはじめ様々な環

境の設定に留意する必要がある。 

 


